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無
意
識
に
行
わ
れ
て
い
た 

仮
想
ア
ー
ス

　

巷
で
何
か
と
話
題
の
仮
想
ア
ー
ス
、「
そ

ん
な
怪
し
げ
な
製
品
試
し
た
こ
と
な
い

よ
！
」
と
い
う
方
で
も
、
実
は
無
意
識
の

う
ち
に
体
験
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
年
齢
に
も
よ
る
か
な
？
（
笑
）

　

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
つ
い
て
い
る

ア
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
、
皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

い
き
な
り
核

心
に
迫
る
内
容
で
す
が
、
通
常
は
プ
リ
ア

ン
プ
や
フ
ォ
ノ
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
（
以
降
フ

ォ
ノ
入
力
機
材
）の
Ｇ
Ｎ
Ｄ
端
子
に
接
続

し
ま
す
。
こ
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ
端
子
、
ご
存
知
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
の
フ
レ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）

と
導
通
し
て
い
ま
す
。

　

お
分
か
り
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
、
こ
の
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
こ
そ
が
仮
想
ア
ー

ス
の
役
目
を
な
し
て
い
た
の
で
す
。
ア
ー

ス
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
と
盛
大
に
ハ
ム
ノ
イ

ズ（
※
１
）発
生
！
（
汗
）

　

最
初
か
ら
結
論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、以
下
の
質
問
に
対
し
、

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ご
く
一
般
的
な

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
お
け
る

仮
想
ア
ー
ス
の
有
効
性

（
株
）光
城
精
工
エ
ン
ジ
ニ
ア　

ジ
ョ
ン
が
る
隊
長・土
岐
氏
が
考
え
る

構
成
を
前
提
に
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
、
仮

想
ア
ー
ス
の
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
対

す
る
有
効
性
に
つ
い
て
紐
解
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
か
ら
の 

出
力
と
配
線

　

図
１
︱

ａ
お
よ
び
１
︱

ｂ
は
ア
ナ
ロ
グ

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
出
力
タ
イ
プ
を
模
し
た
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｒ
Ｃ
Ａ
タ
イ
プ
と
Ｄ
Ｉ

Ｎ（
５
ｐ
ｉ
ｎ
）タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

両
タ
イ
プ
に
お
い
て
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
Ｌ

／
Ｒ
ch
か
ら
出
力
さ
れ
た
微
弱
信
号（
ケ

ー
ブ
ル
）は
、
ト
ー
ン
ア
ー
ム
お
よ
び
ト

ー
ン
ア
ー
ム
の
軸
受
け
内
を
通
り
、
図
の

コ
ネ
ク
タ
ー
か
ら
出
力
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ
は
軸
受
け
を
含
む
ト
ー

ン
ア
ー
ム
や
シ
ェ
ル
、タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
、

筐
体
等
の
金
属
パ
ー
ツ
に
接
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
場
合
、
一
般

的
に
Ｇ
Ｎ
Ｄ
は
信
号
ケ
ー
ブ
ル
の
マ
イ
ナ

ス
極
と
分
離
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の

時
点
で
は
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
Ｇ
Ｎ

Ｄ（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）は
、
金
属
パ
ー
ツ
以
外
ど

こ
と
も
接
続
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
か
ら
の
出

力
は
、
フ
ォ
ノ
ケ
ー
ブ
ル（
図
２
参
照
）を

通
じ
て
フ
ォ
ノ
入
力
機
材
に
接
続
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
ア
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
も
フ
ォ
ノ

入
力
機
材
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）端
子
に

接
続
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ォ
ノ

入
力
機
材
の
回
路
Ｇ
Ｎ
Ｄ
と
筐
体（
Ｆ
Ｇ

Ｎ
Ｄ
）、
お
よ
び
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
金
属
パ
ー
ツ
は
全
て
導
通
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

金
属
パ
ー
ツ
全
て
が
、
フ
ォ
ノ
入
力
機
材

以
降
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）に
接
続
さ
れ

　
ハ
ム
ノ
イ
ズ
を
う
ま
く
抑
制
す
る
に
は
、

安
定
し
た
基
準
Ｇ
Ｎ
Ｄ
を
利
用
し
、
ノ
イ

ズ
成
分
を
Ｇ
Ｎ
Ｄ
に
「
誘
導
」
す
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。
少
々
専
門
用
語
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
。

用
語
は
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
に

注
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ム
ノ
イ
ズ
の
信
号
混
入
は
ま
さ
に
空

間
伝
導
に
よ
っ
て
起
き
て
い
て
、
空
間
伝

導
は
図
３
の
よ
う
に
種
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
ハ
ム
ノ
イ
ズ
に
大
き
く
関
与

す
る
の
は
「
静
電
誘
導
」
と
「
電
磁
誘

導
」
で
す
。

 

「
静
電
誘
導
」
は
電
圧
が
存
在
す
る
と
こ

ろ
に
必
ず
発
生
し
、
そ
の
異
電
圧
間
に
は

回
路
図
に
な
い
浮
遊
容
量（
ス
ト
レ
ー
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
※
３
）が
形
成
さ
れ
ノ
イ
ズ

伝
播
し
ま
す
。
空
間
を
飛
び
交
う
商
用
周

波
数
成
分
は
、
こ
の
ス
ト
レ
ー
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
介
し
て
信
号
に
混
入
し
、
ハ
ム
ノ

イ
ズ
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
す
。

　

静
電
誘
導
の
対
策
の
ひ
と
つ
に
「
静
電

シ
ー
ル
ド（
図
４
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

空
間
伝
導
し
て
い
る
商
用
周
波
数
成
分

と
信
号
ケ
ー
ブ
ル
間
に
は（
導
電
性
）ト
ー

ン
ア
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
Ｇ
Ｎ
Ｄ

に
落
と
す
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
ス
ト
レ
ー

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
利
用
し
、
ノ
イ
ズ
成
分

を
Ｇ
Ｎ
Ｄ
に
誘
導
し
ま
す
。
こ
れ
が
静
電

シ
ー
ル
ド
で
す
。
通
常
は
小
さ
い
容
量
成

分
の
形
成
に
留
ま
る
た
め
、
高
周
波
ノ
イ

ズ
を
主
に
遮
蔽
し
ま
す
が
、
ハ
ム
ノ
イ
ズ

は
低
周
波
で
す
。
静
電
シ
ー
ル
ド
に
お
い

て
低
周
波
成
分
も
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

シ
ー
ル
ド
面
を
広
く
大
き
く
し
、
ス
ト
レ

ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
大
き
く
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
フ
ォ
ノ
入
力
機
材
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ

Ｇ
Ｎ
Ｄ
）端
子
へ
の
接
続
は
、
信
号
ケ
ー

ブ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
金
属
部
、

フ
ォ
ノ
ケ
ー
ブ
ル
の
シ
ー
ル
ド
材
の
間
に

ス
ト
レ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
形
成
さ
せ
、

ま
さ
に
大
容
量
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
磁
誘
導
」
は
、
電
流
が
流
れ
る
こ
と

で
磁
界
が
発
生
し
、
そ
の
磁
界
が
近
隣
の

信
号
ラ
イ
ン
に
電
流
を
誘
発
さ
せ
ノ
イ
ズ

伝
播
し
ま
す
。

　

電
磁
誘
導
対
策
の
ひ
と
つ
に
、「
電
磁

シ
ー
ル
ド（
図
５
）」
が
あ
り
ま
す
。
空
間

伝
導
し
て
い
る
商
用
周
波
数
成
分
の
磁
界

と
フ
ォ
ノ
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
信
号
ラ
イ
ン

間
に
、
静
電
シ
ー
ル
ド
と
同
様
の
処
置
を

す
る
こ
と
で
実
現
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
磁
シ
ー
ル
ド
は
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ

Ｇ
Ｎ
Ｄ
）に
落
と
さ
ず
と
も
電
磁
誘
導
ノ

■注釈

※1　ハムノイズ
アナログオーディオを趣味
にしている方は一度は出
くわすハムノイズ（音）。ハ
ムノイズとは交流電源の
周波数である50Hzまた
は60Hzの成分が、オーデ
ィオ信号中に混入するこ
とで発生するノイズ。

※2　空間伝導
導体を通じて伝導するの
ではなく、文字通り空間を
通じて伝播すること。

※３　ストレーキャパシティ（stray capacity）
設計時には意図していない電荷を蓄えることが可能な容量成分を指す。回路図には書かれていないコンデンサーと考えてもいい。

図１ アナログプレーヤーの出力タイプ

図１-a　ＲＣＡタイプ
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図１-b　DIN（5pin）タイプ

身近なハムノイズ対策
１．オーディオシステム内のトランスから距離を置く
オーディオ機材の中で最も磁束を発生しているのが、
アンプなどに搭載されるトランスです。「ハムノイズが乗
って困ってるんだけど、何とかできないかな？」という相
談を受けご自宅を訪問。アナログプレーヤの右隣に立
派なトランスを搭載したアンプが配置されていました。
たまたま部屋にあった？50cm角くらいの鉄板（磁性
体）をアナログプレーヤとアンプの間に立てていっぺん
に解決。（電磁誘導対策なのでGNDに落とす必要は
ありません）
アンプ（トランス）をトーンアーム、カートリッジ傍に配置
するのは厳禁です。

２．電源ケーブルと信号線は並走させたり束ねない
電源ケーブルや信号ケーブルにはシールドされている
ものもありますが、本文の通り、低い周波数帯のシール
ドは磁気シールドである必要があります。ケーブルのシ
ールド材は一般的には銅やアルミが利用されているこ
とから、磁気シールド対策には期待できません。
電源ケーブルは大電流を流すため周辺に磁界発生し
ます。このため、電源ケーブルと信号ケーブルは極力離
すことが必要です。物理的にどうしても近くなる場合は
並走させるのではなく、交差に留めることが肝要です。

イ
ズ
抑
制
の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
ノ
イ

ズ
対
策
は
複
合
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
今
の
場
合
、
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ

Ｇ
Ｎ
Ｄ
）に
落
と
す
る
こ
と
で
静
電
シ
ー

ル
ド
も
兼
ね
る
こ
と
が
で
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
電
磁
シ

ー
ル
ド
も
、
高
周
波
ノ
イ
ズ
成
分
に
対
し

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ハ
ム
ノ
イ
ズ
の
よ

う
な
低
周
波
成
分
抑
制
に
は
磁
気
シ
ー
ル

ド
が
必
要
で
、
シ
ー
ル
ド
素
材
も
磁
性
体

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

静
電
シ
ー
ル
ド
、
電
磁
シ
ー
ル
ド
、
磁

気
シ
ー
ル
ド
に
万
能
で
身
近
な
素
材
と
し

て
は
、
鉄
、
ニ
ッ
ケ
ル（
ニ
ッ
ケ
ル
鉄
合

金（
パ
ー
マ
ロ
イ
）等
が
あ
り
ま
す
が
、
ト

ー
ン
ア
ー
ム
や
フ
ォ
ノ
ケ
ー
ブ
ル
の
シ
ー

ル
ド
材
と
し
て
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
重
い
で
す
し
ね
！

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
低
周
波
の
電
磁
誘
導
に
対
す

る
シ
ー
ル
ド
は
ほ
ぼ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
と
言
え
ま
す
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
に
お
け
る
低
周
波
の
電
磁

誘
導
起
因
の
ハ
ム
ノ
イ
ズ
対
策
は
、
シ
ー

ル
ド
よ
り
距
離
を
離
す
こ
と
の
方
が
有
効

で
し
ょ
う
。
と
い
う
よ
り
現
実
的
で
す
。

シ
ー
ル
ド
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
手
っ
取

り
早
く
言
う
と
影
響
を
受
け
る
ア
ナ
ロ
グ

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
磁
性
体
で
囲
っ
て
し
ま
う

か
、
磁
束
が
発
生
し
て
い
る
も
の（
電
源

ト
ラ
ン
ス
）を
磁
性
体
で
覆
い
つ
く
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

る
た
め
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
内
の
信
号
ケ
ー
ブ

ル
は
、
ト
ー
ン
ア
ー
ム
や
シ
ェ
ル
等
に
よ

っ
て
シ
ー
ル
ド（
遮
蔽
）さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
図
２
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
フ
ォ

ノ
ケ
ー
ブ
ル
は
、
Ｌ
／
Ｒ
ch
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ケ
ー
ブ
ル
も
シ
ー
ル
ド
さ
れ
、外
部（
空

間
伝
導
※
２
）ノ
イ
ズ
か
ら
の
耐
量
が
ア

ッ
プ
し
ま
す
。

ハ
ム
ノ
イ
ズ（
音
）の 

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

冒
頭
で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ナ
ロ

グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
フ
ォ
ノ
入
力
機
材
と
の

接
続
に
お
い
て
、
ア
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
を
外

す
と
途
端
に
ハ
ム
ノ
イ
ズ（
音
）が
発
生
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
前
述
の
シ
ー
ル
ド
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
で
、
元
々
信
号
レ
ベ
ル
の
低
い
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
や
信
号
ケ
ー
ブ
ル
に
、
空
間

伝
導
さ
れ
た
商
用
電
源
の
周
波
数
成
分
が

混
入
し
発
生
し
て
い
ま
す
。

図２　DINタイプ　フォノケーブル■コラム

図３　空間伝導の種類

図５　電磁シールド（高周波） 図４　静電シールド

対策 高周波対策

低周波対策
静電誘導
（電界）

電磁誘導
（磁界）アンテナ

電磁シールド 静電シールド 電磁シールド

磁気シールド

放射ノイズ（電波） 誘導ノイズ（電磁波）

アナログ
プレーヤー

GND シールド RCAプラグ

アースケーブル

GND
（FGND）

Lch

Rch

DIN（5pin）ソケット

※便宜上、ケーブルの被覆（シース）は省いています

フォノイコライザー／
プリアンプの入力端子

⊕

⊖

トーンアーム断面
（電導性素材）

渦電流によって
発生した磁界が元の
磁界を打ち消す

空中伝導（磁界）

空中伝導（電界）

FGND

信号ケーブル

トーンアーム断面
（導電性素材）

ストレー
キャパシティ

渦電流

導体をFGNDする必要はない

KOJO TECHNOLOGY

Crystal E
¥37,840（税込）

株式会社光城精工
電源事業部

土岐泰義氏
（ジョンがる隊長）

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
は

な
ぜ
ア
ー
ス
線
が
付
い
て
い
る
の
？ 

安
定
で
基
準
と
な
る
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）に
空
間
か
ら

伝
導
さ
れ
る
ノ
イ
ズ
を
逃
が
す
た
め
で
す
。

Q1A1空間伝導

特集 フォノ・アースを見直す



Specifications                     
●仮想アース端子：M4×2端子（ステンレスネジ）●サイズ：80W×35H×
111Dmm（端子・突起部含まず）●質量：約775g●付属品：専用アースケ
ーブル（RCAプラグ－Y（M4）端子×1本、Y端子（M4）－Y端子（M6）×1本 ※
いずれも金メッキ仕様で長さは1.2m）／保証書●取り扱い：（株）光城精工
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仮
想
ア
ー
ス
は
電
位
軽
減
は
し
な
い 

Ｇ
Ｎ
Ｄ
を
安
定
化
さ
せ
る
働
き
を
す
る

　

一
般
的
に
「
仮
想
ア
ー
ス
」
は
い
か
に

も
オ
カ
ル
ト
的
…
…
。
弊
社
で
も
な
か
な

か
手
出
し
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ネ
ッ

ト
上
で
も
、
炭
を
瓶
詰
め
に
し
て
大
地
接

地
を
模
写
し
た
も
の
な
ど
も
目
に
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
オ
ヤ
イ
デ
電
気
さ

ん
扱
い
の
「
エ
ン
ト
レ
ッ
ク
」
が
登
場
し

ま
す
。
内
部
に
は
金
属
の
粉
体
入
り
と
の

こ
と
。
金
属
粉
体
…
…
…
…
金
属
…
…
。

ん
、金
属
は
導
体
…
…
お
っ
、導
体
だ
と
？

　

そ
う
な
の
で
す
。
何
も
大
地
で
あ
る
必

要
は
な
い
の
で
す
。
電
気
が
通
り
や
す
け

れ
ば
良
い
の
で
す
。「
仮
想
ア
ー
ス
」
と

い
う
呼
び
方
だ
け
を
見
れ
ば
、
大
地
ア
ー

ス
に
代
わ
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す

ね
。
確
か
に
大
地
ア
ー
ス
に
接
続
で
き
な

い
環
境
下
に
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
が
、
代
用
と

し
て
仮
想
ア
ー
ス
を
利
用
す
る
意
味
で
は

大
地
ア
ー
ス
寄
り
の
も
の
？ 

と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
仮
想
ア
ー
ス
自
体
は
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
の
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
に
接
続
し
て
使
い
ま

す
の
で
、
フ
レ
ー
ム
Ｇ
Ｎ
Ｄ
強
化
Ｂ
Ｏ

Ｘ
！ 

と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
勘
違
い
さ
れ
が
ち
な
の
が
、（
パ

ッ
シ
ブ
型
）仮
想
ア
ー
ス
を
利
用
す
れ
ば

シ
ス
テ
ム
の
電
位
を
低
減
で
き
る
？！ 

と

い
う
こ
と
で
す
。

　

頑
張
れ
ば
で
き
る
か
も
！ 

と
い
う
と

こ
ろ
も
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
普
通
は

（
低
減
）で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム

を
大
地
ア
ー
ス
に
接
地
し
な
い
以
上
、
シ

ス
テ
ム
は
大
地
か
ら
浮
い
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
相
応
の
電
位
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
電
位
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
シ

ス
テ
ム
と
大
地
間
に
ス
ト
レ
ー
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｆ
Ｇ

Ｎ
Ｄ
と
接
続
し
た
仮
想
ア
ー
ス
と
大
地
間

に
も
ス
ト
レ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
こ
の
ス
ト
レ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

が
大
容
量
に
な
れ
ば
電
位
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ

ム
と
大
地
間
の
物
理
的
な
距
離
を
考
え
る

と
電
位
低
減
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
ア
ー
ス
電
位
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
誌
１
８
４
号

２
４
４
～
２
４
７
ペ
ー
ジ
「
特
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー　

仮
想
ア
ー
ス
の
疑
問
を
解
決
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
是
非

ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
呼
び
方
で
は
で
は
な
く
、

仮
想
ア
ー
ス
が
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
対
し

ど
の
よ
う
な
原
理
、
作
用
で
効
果
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
か
で
す
。

　

回
路
動
作
の
基
準
と
な
る
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ

Ｇ
Ｎ
Ｄ
）を
大
地
に
接
続
す
る
目
的
は
、

自
分
よ
り
安
定
し
た
電
位
の
場
所
に
接
続

し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
目
的
を

達
成
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
大
地
ア

ー
ス
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い

換
え
る
な
ら
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
自
身
の

Ｇ
Ｎ
Ｄ
よ
り
も
十
分
に
大
き
い
物
体（
導

体
）で
あ
れ
ば
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま

す
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
に

ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ア
ー
ス
を 

Ｃ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｅ
に
接
続

　
本
体
シ
ャ
ー
シ
の
ト
ッ
プ
カ
バ
ー
は

ア
ル
ミ（
２
㎜
厚
）、
ボ
ト
ム
シ
ャ
ー
シ

に
ス
チ
ー
ル（
２
㎜
厚
）を
採
用
し
て
装

置
の
低
重
心
化
を
図
っ
て
い
る
。
内
部

は
８
層
構
造
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
黄
銅
、

銅
、
黄
銅
、
銅
、
黄
銅
、
銅
、
黄
銅
を

重
ね
た
仮
想
ア
ー
ス
だ
。
今
回
の
テ
ス

ト
で
は
テ
ク
ニ
ク
ス
Ｓ
Ｌ
︱

１
５
０
０

Ｃ
の
内
蔵
フ
ォ
ノ
Ｅ
Ｑ
を
使
用
、
ア
ー

ス
端
子
と
Ｃ
ｒ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
Ｅ
を
３
種

類
の
ア
ー
ス
線
で
直
接
接
続
し
て
、
そ

の
効
果
を
ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
２

枚
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
検
証
し
た
。

　
ま
ず
は
テ
ク
ニ
ク
ス
付
属
の
ア
ー
ス

線
で
聴
い
た
後
に
、
Ｃ
ｒ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ

Ｅ
に
付
属
す
る
２
本
の
中
か
ら
両
端
が

Ｙ
端
子
の
ア
ー
ス
線
に
交
換
。
ち
ょ
っ

と
太
め
の
し
っ
か
り
し
た
作
り
で
、
Ｙ

端
子
は
金
メ
ッ
キ
仕
上
げ
の
も
の
を
聴

い
た
。
Ｓ
／
Ｎ
感
が
良
く
な
り
、
帯
域

バ
ラ
ン
ス
は
80
㎐
く
ら
い
の
低
域
か
ら

中
域
に
か
け
て
が
、
や
や
張
り
出
し
て

く
る
。
空
間
的
に
は
セ
ン
タ
ー
の
密
度

が
高
く
な
り
つ
つ
、
奥
行
方
向
も
深
く

な
っ
て
い
る
。
ス
ネ
ア
を
ブ
ラ
シ
で
こ

す
っ
て
い
る
質
感
や
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
の

胴
鳴
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ソ

ロ
の
、
高
域
の
倍
音
の
伸
び
も
よ
く
聴

こ
え
る
。

導
体
素
材
の
異
な
る
２
種
類
の 

ア
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
を
比
較
す
る

　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
１
の
導
体
は
Ｐ
Ｃ
︱

Ｔ

仮
想
ア
ー
ス
の
出
番

　
冒
頭
か
ら
度
々
登
場
す
る
ア
ナ
ロ
グ
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
ア
ー
ス
線
）処
理
。

フ
ォ
ノ
入
力
機
材
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ（
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）

に
接
続
す
る
こ
と
で
、
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
シ
ェ
ル
や
ト
ー
ン
ア
ー
ム
等
の
金

属
が
微
弱
な
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
シ
ー
ル
ド
。

　
ま
た
、
電
子
回
路
が
動
作
す
る
上
で
大

切
な
の
は
、
基
準
Ｇ
Ｎ
Ｄ
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
。
大
地
ア
ー
ス
で
は
な
く
と

も
安
定
し
て
い
る
も
の
な
ら
良
い
、
と
い

う
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
基
準
Ｇ
Ｎ
Ｄ

よ
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ

や
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
大
地
に
接

地
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
や
飛
行

機
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
発
射
、

離
陸
と
共
に
ア
ー
ス
線
を
引
き

ず
っ
て
飛
ん
で
い
く
飛
行
機
は

見
た
こ
と
が
な
い
で
す（
笑
）。

　

こ
れ
は
各
々
の
電
子
回
路
Ｇ

Ｎ
Ｄ
を
自
分
よ
り
大
き
い
Ｆ
Ｇ

Ｎ
Ｄ
や
ボ
デ
ィ
に
接
続
す
る
こ

と
で
、
安
定
し
た
基
準
電
位
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
を
利
用
し
た

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の

で
す
。

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
シ
ー
ル
ド

に
よ
る
ノ
イ
ズ
抑
制
が
高
ま
り
、
回
路
動

作
も
安
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　
こ
の
、
基
準
Ｇ
Ｎ
Ｄ
を
強
化
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
弊
社
仮
想
ア
ー
ス
が
担
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
弊
社
仮
想
ア
ー
ス
は
、
異
金
属
を
積
層

し
表
面
積
の
拡
大
を
行
う
こ
と
で
イ
ン
ピ

ー
ダ
ン
ス
を
低
減
。
よ
り
安
定
し
た
電
位

を
得
る
た
め
に
考
案
、
製
品
化
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
ぜ
ひ
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
も
活
用

い
た
だ
き
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
実
感
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

仮
想
ア
ー
ス
は
フ
レ
ー
ム
Ｇ
Ｎ
Ｄ
？

そ
れ
と
も
大
地
ア
ー
ス
？

Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
仮
想
ア
ー
ス
は

「
フ
レ
ー
ム
Ｇ
Ｎ
Ｄ
強
化
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」で
す

Q2A2

仮
想
ア
ー
ス
は
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
再
生
に

お
い
て
も
効
果
は
あ
る
の
？ 

当
然
あ
り
ま
す
。な
ん
て
っ
た
っ
て
弊
社
の

仮
想
ア
ー
ス
は
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
の
ア
ー
ス
処
理
に

起
源
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
！

Q3A3

図6

■テストのイメージ

FGNDに仮想アースを接続することでコンポーネントのGND表面積を拡大。
FGNDのインピーダンスの低減を図り、内部回路をより安定動作させる。

仮想アース

GND

GND

L

L

R

R

出力

入力

アナログ
プレーヤー

フォノイコライザー
プリアンプ etc.

どちらも可

ｒ
ｉｐ
ｌ
ｅ
Ｃ
。
よ
り
純
度
の
高
い
再

生
音
で
、
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ヴ
で
の
食
器

が
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
と
い
っ
た
成
分
の
音

数
が
倍
増
。
位
相
性
能
も
良
く
な
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
離
れ
が
い
い
。

高
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
が
高
く
、
フ
ラ

ッ
ト
な
帯
域
バ
ラ
ン
ス
な
が
ら
全
体
的

に
厚
み
の
あ
る
、
伸
び
や
か
な
音
。
特

に
空
間
表
現
力
が
高
く
な
り
、
そ
こ
に

さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
定
位
し
て
く
る
の

が
特
徴
的
だ
。

　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
２
は
、
６
Ｎ
Cu
を
中
心

に
４
種
類
の
導
体
を
独
自
構
成
し
て
い

る
。
そ
の
再
生
音
は
や
や
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
強
く
、
低
音
は
１
よ
り
も
２
の
方

が
押
し
出
し
よ
く
出
て
く
る
。
音
に
骨

格
感
が
あ
り
、音
像
の
実
在
感
が
高
い
。

低
音
楽
器
に
よ
る
リ
ズ
ム
感
が
よ
く
出

て
く
る
の
で
、
ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
な
ど

に
対
す
る
適
性
が
高
そ
う
だ
。

帯
域
バ
ラ
ン
ス
や
質
感
が
向
上 

旧
モ
デ
ル
を
熟
成
さ
せ
た
印
象

　
い
ず
れ
も
音
の
背
景
が
静
か
に
な
り
、

音
楽
が
明
瞭
に
聴
こ
え
て
く
る
し
、
細

か
い
音
数
も
増
え
る
効
果
を
持
っ
た
Ｃ

ｒ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
Ｅ
だ
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
は
初
代
の
仮
想
ア
ー
ス
、
Ｆ
ｏ

ｒ
ｃ
ｅ
ｂ
ａ
ｒ
Ｅ
Ｐ
の
後
継
モ
デ
ル
に

あ
た
り
、
帯
域
バ
ラ
ン
ス
や
質
感
表
現

力
な
ど
、
き
ち
ん
と
開
発
、
熟
成
さ
れ

た
製
品
に
高
め
ら
れ
て
い
る
。
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